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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）化粧品的に許容可能な、実質的に非水性の担体、および（Ｂ）ＵＶ活性物質を含
む実質的に無水のサンケア製品において、該非水性の担体が該サンケア製品の重量に対し
て２０～４８％（ｗ／ｗ）の量のアルコールおよびエステルを含み、
　前記非水性の担体が前記非水性の担体の合計重量に対して２０重量％～５０重量％のエ
ステルを含み、
　前記エステルが、アジピン酸ジイソプロピルと安息香酸フェネチルの組合せ、アジピン
酸ジイソプロピルとネオペンタン酸イソデシルとネオペンタン酸イソステアリルの組合せ
、アジピン酸ジイソプロピルとネオペンタン酸イソデシルの組合せ、アジピン酸ジイソプ
ロピルとネオペンタン酸トリデシルと乳酸ラウリルの組合せ、および、ネオペンタン酸ト
リデシルと乳酸ラウリルの組合せのいずれかより選択され、
　前記アルコールがエタノールであり、
　該サンケア製品が濡れた皮膚への塗布後実質的に白くならない、サンケア製品。
【請求項２】
　１０％（ｗ／ｗ）以下の水を有する、請求項１に記載のサンケア製品。
【請求項３】
　３０％（ｗ／ｗ）～４５％（ｗ／ｗ）のアルコールを有する、請求項１に記載のサンケ
ア製品。
【請求項４】
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　前記ＵＶ活性物質が４－メチルベンジリデンカンファー、アボベンゾン、ベモトリジノ
ール、ベンゾフェノン－１、ベンゾフェノン－２、ベンゾフェノン－３（オキシベンゾン
）、ベンゾフェノン－４（スリソベンゾン）、ベンゾフェノン－５（スリソベンゾンナト
リウム）、ベンゾフェノン－６、ベンゾフェノン－８（ジオキシベンゾン）、ベンゾフェ
ノン－９、ベンジリデンカンファースルホン酸、ビスジスリゾール二ナトリウム、ビスオ
クトリゾール、カンファーメト硫酸ベンザルコニウム、シノキサート、メトキシケイ皮酸
ＤＥＡ、ジエチルアミンヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、トリオレイン酸ジガロ
イル、メチルケイ皮酸ジイソプロピル、ジメトキシフェニル－［１－（３，４）］－４，
４－ジメチル１，３－ペンタンジオン、ドロメトリゾール、ドロメトリゾールトリシロキ
サン、エカムスール、エンスリゾール、ｐ－メトキシケイ皮酸エチルヘキシル、エチルヘ
キシルトリアゾン、フェルラ酸、ジメトキシケイ皮酸エチルヘキサン酸グリセリル、サリ
チル酸ホモメンチル（ホモサレート）、イスコトリジノール、イソアミル－ｐ－メトキシ
シンナメート、リサジメート、メラジメート、カンファーメト硫酸ベンザルコニウム、オ
クトクリレン、オクチルジメチルＰＡＢＡ（パジメートＯ）、サリチル酸オクチル（オク
チサレート）、ｐ－アミノ安息香酸（ＰＡＢＡ）、ＰＥＧ－２５　ＰＡＢＡ、ペンチルジ
メチルＰＡＢＡ（パジメートＡ）、ポリシリコーン－１５、ロキサジメート、二酸化チタ
ン、サリチル酸トロラミン、酸化亜鉛、およびこれらの組み合わせからなる群から選択さ
れる、請求項１に記載のサンケア製品。
【請求項５】
　前記ＵＶ活性物質がそれぞれ０．５％（ｗ／ｗ）～４０％（ｗ／ｗ）の量で存在する、
請求項４に記載のサンケア製品。
【請求項６】
　５０％（ｗ／ｗ）～９９％（ｗ／ｗ）の前記非水性の担体を有する、請求項１に記載の
サンケア製品。
【請求項７】
　前記非水性の担体がエステル、グリコール、炭化水素、油、ポリマーおよびこれらの組
み合わせからなる群から選択される成分を含む、請求項６に記載のサンケア製品。
【請求項８】
　前記非水性の担体がアジピン酸ジイソプロピル、ヘキシレングリコール、ネオペンタン
酸イソデシル、ネオペンタン酸イソステアリル、安息香酸フェネチル、ポリジメチルシロ
キサン、シリコーン、イソセチルアルコール、ネオペンタン酸トリデシル、乳酸ラウリル
、シクロメチコーン、イソヘキサデカン、およびこれらの組み合わせからなる群から選択
される成分を含む、請求項７に記載のサンケア製品。
【請求項９】
　少なくとも１５の日焼け止め指数（ＳＰＦ）を有する、請求項１に記載のサンケア製品
。
【請求項１０】
　ミスト、スプレー、エアロゾル、ムース、ジェル、溶液、または分散液である、請求項
１に記載のサンケア製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、ＵＶ線のダメージからケラチン物質を保護するためのサンケア製品、とりわ
け、濡れた皮膚および／または毛髪上に実質的な不透明化または白化なしに塗布すること
ができるサンケア製品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　紫外（ＵＶ）線が深刻な健康上の危険であり得ることは今では一般的に認められている
。太陽光線への限られた露出でも、紅斑、熱傷、しわ、ほくろ（肝斑）、皮膚癌、角化性
病変、および他の細胞変化のような、短期および長期の皮膚ダメージを引き起こし得る。
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例えば業務のため、または休養中に、長時間日向で過ごす人々には、こうした症状を発症
するより大きなリスクがある。
【０００３】
　ＵＶ線は約１００ｎｍ～約４００ｎｍの波長を有する電磁スペクトルの一部分のみであ
り、３つの部分領域にさらに分割される。約３２０ｎｍ～約４００ｎｍのＵＶ－Ａ線はＵ
Ｖスペクトル内でもっとも長い波長を有し、その結果もっともエネルギーが小さい。ＵＶ
－Ａ線は皮膚の日焼けを誘発し得るが、それらはとくに敏感な皮膚または太陽光線に連続
的に露出する皮膚の場合、有害な変化も誘発しやすい。とくにＵＶ－Ａ線は皮膚の弾力性
の損失およびしわの出現を引き起こし、早期皮膚老化をもたらす。ＵＶ－Ｂ線は約２９０
ｎｍ～約３２０ｎｍのより短い波長を有し、それらのより高いエネルギーは、有害であり
得る紅斑および皮膚熱傷を引き起こし得る。第３の部分群、ＵＶ－Ｃは約２００ｎｍ～約
２９０ｎｍのもっとも短い波長、およびもっとも高いエネルギーを有する。地球のオゾン
層は多くのＵＶ－Ｃ線が地上に達するのを効果的に阻む。それにもかかわらず、ＵＶ－Ｃ
線は日焼けベッドから生成され得る。
【０００４】
　皮膚に害を与えることに加えて、ＵＶ線は毛髪を痛め、変色（とくに着色処理された毛
髪について）、脆化、およびの美観（例えば、輝き、まとまりやすさ）の損失をもたらし
得る。
【０００５】
　ＵＶダメージを低減または防止するのを助ける１つのアプローチは、１つ以上のＵＶ活
性物質を含有するサンケア製品の使用である。１つ以上のＵＶ活性物質を有するサンケア
製品は一般的には、ＵＶ線への露出前および／またはその間に皮膚、頭皮、唇、および／
または毛髪上に塗布される。（これらの製品は露出後にも、例えば、太陽光線療法または
毎日のケアルーチンの一部として用いられる。）水泳、降雨、または発汗によってもサン
ケア製品のいくらかは落ち得るので、これらの状況では再塗布が推奨され得る。これらの
製品は皮膚用のクリームおよびローションの形態で提供することができ、最近では使用者
に便利さおよび有効性を提供するスプレー製品が出現した。しかしながら、サンケア製品
の濡れた皮膚への塗布はその独自の問題を提起する。
【０００６】
　サンケア製品、とくに乾いた皮膚上に透明に塗布されるものは、濡れた皮膚に塗布され
る場合、一般的には流れる、垂れる、および／または濁る／白くなる。これらの影響は、
正に製品使用の理由であるＵＶダメージからの保護が不均一、不完全、または可変となり
得るため、ただ外観だけのものではない。よって、これらの欠点を実質的に解決する製品
が必要である。
【０００７】
　関連する開示としては、特許文献１～２４が挙げられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】米国特許第４１９３９８９号明細書
【特許文献２】米国特許第４２５４１０２号明細書
【特許文献３】米国特許第４４８６４０５号明細書
【特許文献４】米国特許第４５６７０３８号明細書
【特許文献５】米国特許第５０２６５４０号明細書
【特許文献６】米国特許第５２０４０９０号明細書
【特許文献７】米国特許第５２２３２５０号明細書
【特許文献８】米国特許第５２２７１５３号明細書
【特許文献９】米国特許第５５８７１４８号明細書
【特許文献１０】米国特許第５９２９１６３号明細書
【特許文献１１】米国特許第６００７７９９号明細書
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【特許文献１２】米国特許第６０２４９４２号明細書
【特許文献１３】米国特許出願公開第２００２／０１１１３８７号明細書
【特許文献１４】米国特許出願公開第２００４／０１６６０７０号明細書
【特許文献１５】米国特許出願公開第２００４／０２４７５５０号明細書
【特許文献１６】米国特許出願公開第２００４／１２６３３６号明細書
【特許文献１７】米国特許出願公開第２００６／００５１３８４号明細書
【特許文献１８】米国特許出願公開第２００８／００１４１５５号明細書
【特許文献１９】国際公開第２００５／１０７６９３号
【特許文献２０】国際公開第２０１１／０３８１２０号
【特許文献２１】独国特許出願公開第１０２００４０２９３２８号明細書
【特許文献２２】独国特許出願公開第１９９２６６７１号明細書
【特許文献２３】特開平０５－３１１０７６号公報
【特許文献２４】英国特許第２４０４５８８号明細書
【発明の概要】
【０００９】
　本出願は、濡れた皮膚に塗布される場合、白くならない、または流れない／垂れないサ
ンケア製品に関する。１つの実施形態によると、製品は、少なくとも（Ａ）化粧品的に許
容可能な、実質的に非水性の担体、および（Ｂ）１つ以上のＵＶ活性物質を含有するよう
に製剤され、該非水性担体は、濡れた皮膚に塗布される場合白くならない、または流れな
い／垂れない製品を提供するのに十分なアルコールおよびエステルの組み合わせを提供す
る。特定の実施形態によると、非水性担体は２０以下の誘電率を有する。選択的実施形態
では、非水性担体は約１５～２０の誘電率を有する。ＵＶ線からのケラチン物質の保護方
法も提供される。
【００１０】
　別の態様によると、（Ａ）５０％（ｗ／ｗ）以下の１つ以上のアルコール、（Ｂ）１つ
以上のＵＶ活性物質、および（Ｃ）化粧品的に許容可能な、実質的に非水性の担体を含有
するサンケア製品が開示され、製品は濡れた皮膚に塗布される場合白くならない、または
流れない／垂れない。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本出願は、濡れた皮膚に塗布される場合白くならない、または流れない／垂れない組成
物を提供する、アルコールおよびエステルの相乗ブレンドを含有するサンケア製品に関す
る。製品は、少なくとも（Ａ）化粧品的に許容可能な、実質的に非水性の担体、および（
Ｂ）１つ以上のＵＶ活性物質を含有するように製剤することができる。選択的実施形態で
は、非水性担体は約１５～２０の誘電率を有する。ＵＶ線からのケラチン物質の保護方法
も提供される。
【００１２】
　本明細書には、既知および市販の製品で認められた問題を解決するサンケア製品につい
て記載される。本明細書に記載されるサンケア製品は、濡れた皮膚に塗布される場合実質
に白くならず、少なくとも：（Ａ）５０％（ｗ／ｗ）以下の１つ以上のアルコール、（Ｂ
）１つ以上のＵＶ活性物質、および（Ｃ）化粧品的に許容可能な、実質的に非水性の担体
を含む。
【００１３】
　本発明のさまざまな態様を考慮する前に、以下の定義がまず提供される。
【００１４】
　「紫外」および「ＵＶ」の語は、約１００ｎｍ～約４００ｎｍの波長を有する電磁線、
とくに太陽電磁線を指し、こうした放射線のＵＶ－Ａ、ＵＶ－Ｂ、およびＵＶ－Ｃ下位分
類を含む。
【００１５】
　「ＵＶ－Ａ」の語は、約３２０ｎｍ～約４００ｎｍの波長を有する紫外電磁線を指し、
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ＵＶ－Ａ１（約３４０ｎｍ～約４００ｎｍ）およびＵＶ－Ａ２（約３２０ｎｍ～約３４０
ｎｍ）を含む。
【００１６】
　「ＵＶ－Ｂ」の語は、約２９０ｎｍ～約３２０ｎｍの波長を有する紫外電磁線を指す。
【００１７】
　「ＵＶ－Ｃ」の語は、約２００ｎｍ～約２９０ｎｍの波長を有する紫外電磁線を指す。
【００１８】
　「ＵＶ活性物質」の語は、ＵＶ線を吸収、反射、および／または散乱する組成物を指す
。
【００１９】
　「サンケア製品」の語は、効果的な量のＵＶ活性物質を含むパーソナルケアおよび／ま
たは医薬製品を指す。サンケア製品としては、紅斑、熱傷、しわ、ほくろ（肝斑）、皮膚
癌、角化性病変、および皮膚の細胞変化に対して治療および／または保護するため、顔、
デコルテ、唇および皮膚に；ならびに変色、光沢の欠如、絡まり、枝毛、まとまりにくさ
、および脆化に対して治療および／または保護するため、毛髪に塗布されるビーチおよび
非ビーチ製品が挙げられる。
【００２０】
　「ケラチン物質」の語はケラチンを有する物質を指す。ケラチン物質の例としては、皮
膚、毛髪、唇、頭皮、および爪が挙げられる。
【００２１】
　「担体」の語は、製剤を運搬、溶解、分散、および／または安定化するのを助けること
ができる化合物を指す。担体は液体（例えばより低分子量のアルコール、油、およびエス
テル）、半固体（例えばワックスおよびポリアルキレンオキシド）、および固体（例えば
ポリマーならびにより高分子量のアルコール、油、およびエステル）であってもよい。
【００２２】
　非水性担体の誘電率を測定し、非水性担体の重量によるエステル含有量を計算する目的
のため、本明細書に記載される非水性担体は製剤中のいずれかのアルコールを含むが、非
水性担体中に存在し得るいずれのポリマーも考慮しない。
【００２３】
「アルファベット順」の語は項目の最初の文字に関して提供されるリストを指し、いずれ
の他の優先性も示さない。
【００２４】
　本明細書に用いられるすべての百分率、比、および割合は、他に明記されない限り、重
量に基づく。
【００２５】
　本発明の異なる実施形態の詳細な説明についてここで記載し、その後任意の成分につい
て記載する。
【００２６】
アルコール
　本発明による組成物は、ＵＶ活性物質および／または化粧品的に許容可能な、実質的に
非水性の担体の共成分を溶解、分布、運搬、および／または送達するのを助けるように作
用することができる、少なくとも１つのアルコールを含む。
【００２７】
　本発明において用いられるのに適したＵＶ活性物質の多くは化粧品的に許容可能な、実
質的に非水性の担体に可溶性であるので、出願人らは低濃度のアルコールが有用であるこ
とを見出した。低アルコールレベルで（またはさらにアルコールなしでも）、化粧品担体
はＵＶ活性物質を溶解、分布、運搬、および／または送達するように製剤することができ
る。製品の美的品質を向上するため、低量より多いアルコールを用い、とくに上品さ、滑
らかさ、および／または速乾特性を与えることが望ましくあり得る。
【００２８】
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　一般的には、アルコールの量は１％（ｗ／ｗ）～５０％（ｗ／ｗ）の範囲である。別の
実施形態は２０％（ｗ／ｗ）～４８％（ｗ／ｗ）のエタノールを有するサンケア製品を提
供し、別の実施形態では、この範囲は約３０％（ｗ／ｗ）～４５％（ｗ／ｗ）である。こ
の量のアルコールを有するサンケア製品は、濡れた皮膚に塗布される場合、白くならない
／濁らないことが見出され、市場において入手可能な製品の圧倒的大部分とは反対である
。
【００２９】
　適切なアルコールの例としては、限定なしに：エタノール、１－プロパノール、および
２－プロパノールが挙げられる。いくつかの市場は、メタノールおよび／または変性メタ
ノールが例えばエタノールを変性することを可能にし得、従ってこのアルコールも考慮さ
れる。
【００３０】
ＵＶ活性物質
　サンケア製品配合は少なくとも１つのＵＶ活性物質も含む。ＵＶ活性物質の例としては
：サリチル酸オクチル（サリチル酸２－エチルへキシル、Ｅｓｃａｌｏｌ（登録商標）５
８７）；ペンチルジメチルＰＡＢＡ；オクチルジメチルＰＡＢＡ（パジメートＯ、Ｅｓｃ
ａｌｏｌ（登録商標）５０７）；ベンゾフェノン－１；ベンゾフェノン－６（Ｕｖｉｎｕ
ｌ（登録商標）Ｄ－４９）；２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４，６－ジ
－ｔｅｒｔ－ペンチルフェノール（Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）３０２８）；エチル－２－
シアノ－３，３－ジフェニルアクリレート（Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）３０３５）；サリ
チル酸ホモメンチル（ホモサレート）；ビス－エチルヘキシルオキシフェノールメトキシ
フェニルトリアジン（ベモトリジノール、Ｅｓｃａｌｏｌ（登録商標）Ｓ）；メチル－（
１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピぺリジル）－セバケート（Ｕｖｉｎｕｌ（登
録商標）４０９２Ｈ）；ベンゼンプロパン酸、３，５－ビス（１，１－ジメチル－エチル
）－４－ヒドロキシ－；Ｃ７～Ｃ９分岐アルキルエステル（Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）
１１３５）；２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－メチルフェノール（Ｕ
ｖｉｎｕｌ（登録商標）３０３３Ｐ）；ジエチルヘキシルブタミドトリアゾン（イスコト
リジノール、Ｕｖａｓｏｒｂ（登録商標）ＨＥＢ）；アミルジメチルＰＡＢＡ（リサジメ
ート、グリセリルＰＡＢＡ）；４，６－ビス（オクチルチオメチル）－ｏ－クレゾール（
Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１５２０）；ＣＡＳ番号６５４４７－７７－０（Ｕｖｉｎｕ
ｌ（登録商標）５０６２Ｈ、Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）５０６２ＧＲ）；赤石油；エチル
ヘキシルトリアゾン（Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）Ｔ－１５０）；オクトクリレン（Ｅｓｃ
ａｌｏｌ（登録商標）５９７）；イソアミル－ｐ－メトキシシンナメート（アミロキサー
ト、Ｎｅｏ　Ｈｅｌｉｏｐａｎ（登録商標）Ｅ１０００）；ドロメトリゾール；二酸化チ
タン；２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－６－（５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール－
２－イル）－フェノール（Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）３０２７）；２－ヒドロキシ－４－
オクチルオキシベンゾフェノン（Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）３００８）；ベンゾフェノン
－２（Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）Ｄ－５０）；メチルケイ皮酸ジイソプロピル；ＰＥＧ－
２５　ＰＡＢＡ；アクリル酸２－（１，１－ジメチルエチル）－６－［３－（１，１－ジ
メチルエチル）－２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル］メチル－４－メチルフェニル（
Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）３０５２）；ドロメトリゾールトリシロキサン（Ｍｅｘｏｒ
ｙｌ（登録商標）ＸＬ）；アントラニル酸メンチル（メラジメート）；ビス－（１，２，
２，６，６－ペンタメチル－４－ピぺリジル）－セバケート；ブチルメトキシジベンゾイ
ルメタン（アボベンゾン、Ｅｓｃａｌｏｌ（登録商標）５１７）；ｐ－メトキシケイ皮酸
２－エトキシエチル（シンノキサート）；ベンジリデンカンファースルホン酸（Ｍｅｘｏ
ｒｙｌ（登録商標）ＳＬ）；ジメトキシフェニル－［１－（３，４）］－４，４－ジメチ
ル１，３－ペンタンジオン；酸化亜鉛；Ｎ，Ｎ’－ヘキサン－１，６－ジイル－ビス［３
－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオンアミド）］（Ｉ
ｒｇａｎｏｘ（登録商標）１０９８）；テトラキス［３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチ
ル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸］ペンタエリスリトール（Ｉｒｇａｎｏｘ（
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登録商標）１０１０）；２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－［４，６－ビス（オクチル
チオ）－１，３，５－トリアジン－２－イルアミノ］フェノール（Ｉｒｇａｎｏｘ（登録
商標）５６５）；２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４，６－ビス（１－メ
チル－１－フェニルエチル）フェノール（Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）３０３４）；サリチ
ル酸トロラミン（サリチル酸トリエタノールアミン）；ｐ－メトキシケイ皮酸ジエチラノ
ールアミン（メトキシケイ皮酸ＤＥＡ）；ポリシリコーン－１５（Ｐａｒｓｏｌ（登録商
標）ＳＬＸ）；ＣＡＳ番号１５２２６１－３３－１（Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）５０５０
Ｈ）；４－メチルベンジリデンカンファー（Ｅｕｓｏｌｅｘ（登録商標）６３００、Ｐａ
ｒｓｏｌ（登録商標）５０００）；ビスオクトリゾール（Ｔｉｎｏｓｏｒｂ（登録商標）
Ｍ）；ベンゼンアミン、Ｎ－フェニル－、２，４，４－トリメチルペンテンとの反応生成
物（Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）５０５０７）；スルイソベンゾン（Ｅｓｃａｌｏｌ（登
録商標）５７７）；（２－エチルヘキシル）－２－シアノ－３，３－ジフェニルアクリレ
ート（Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）３０３９）；トリオレイン酸ジガロイル；ポリアクリル
アミドメチルベンジリデンカンファー；ジメトキシケイ皮酸エチルヘキサン酸グリセリル
；１，３－ビス－［（２’－シアノ－３’，３’－ジフェニルアクリロイル）オキシ］－
２，２－ビス－｛［２’－シアノ－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリ
ジル）－セバケート（Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）４０７７Ｈ）；ベンゾフェノン－５（ス
リソベンゾンナトリウム）；１，３，５－トリス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－
ヒドロキシベンジル）－１，３，５－トリアジン－２，４，６（１Ｈ，３Ｈ，５Ｈ）－ト
リオン（Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）３１１４）；ヘキサメチレンジアミン（Ｕｖｉｎｕ
ｌ（登録商標）４０５０Ｈ）；ベンゾフェノン－８（ジオキシベンゾン）；アミノ安息香
酸エチル－４－ビス（ヒドロキシプロピル）（ロキサジメート）；６－ｔｅｒｔ－ブチル
－２－（５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－メチルフェノール（
Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）３０２６）；ｐ－アミノ安息香酸（ＰＡＢＡ）；３，３’，３
”，５，５’，５”－ヘキサ－ｔｅｒｔ－ブチル－α－α’－α”－（メシチレン－２，
４，６－トリイル）トリ－ｐ－クレゾール（Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１１３０）；ジ
ヒドロキシアセトンを有するローソン；ベンゾフェノン－９（Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）
ＤＳ－４９）；ベンゾフェノン－４（スルイソベンゾン）；ジメトキシベンジリデンジオ
キソイミダゾリンプロピオン酸エチルヘキシル；Ｎ，Ｎ’－ビスホルミル－Ｎ，Ｎ’－ビ
ス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）－；３－ベンジリデンカンフ
ァー（Ｍｅｘｏｒｙｌ（登録商標）ＳＤ）；テレフタルイリデンジカンファースルホン酸
；カンファーメト硫酸ベンザルコニウム（Ｍｅｘｏｒｙｌ（登録商標）ＳＯ）；ビスジス
ルイゾール二ナトリウム（Ｎｅｏ　Ｈｅｌｉｏｐａｎ（登録商標）ＡＰ）；エトクリレン
；フェルラ酸；２－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４－（１，１，３，３－
テトラメチルブチル）－フェノール（Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）３０２９）；エカムスー
ル（Ｍｅｘｏｒｙｌ（登録商標）ＳＸ）；４，６－ビス（ドデシルチオメチル）－ｏ－ク
レゾール（Ｉｒｇａｎｏｘ（登録商標）１７２６）；β－２－グルコピラノキシプロピル
ヒドロキシベンゾフェノン；フェニルベンズイミダゾールスルホン酸（エンスリゾール、
Ｅｕｓｏｌｅｘ（登録商標）２３２、Ｐａｒｓｏｌ（登録商標）ＨＳ）；ベンゾフェノン
－３（オキシベンゾン、Ｅｓｃａｌｏｌ（登録商標）５６７）；ジエチルアミンヒドロキ
シベンゾイル安息香酸へキシル（Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）Ａ　Ｐｌｕｓ）；３’，３’
－ジフェニルアクリロイル］オキシ］メチル｝－プロパン（Ｕｖｉｎｕｌ（登録商標）３
０３０）；およびｐ－メトキシケイ皮酸エチルヘキシル（Ｅｓｃａｌｏｌ（登録商標）５
５７）が挙げられる。
【００３１】
　サンケア組成物中のＵＶ吸収剤の利用可能性は地域の規制法によって決まることが多い
；よって上記リストは特定の地域では許可されていないＵＶ吸収剤を含み得ることが認め
られる。
【００３２】
　ＵＶ活性物質のいずれか１つの量は、サンケア製品製剤の０．１％（ｗ／ｗ）～４０％
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（ｗ／ｗ）と変化し得る。一般的には、しかしながら、ＵＶ活性物質のタイプおよび量は
、サンケア製品に所望の日焼け防止指数（ＳＰＦ）および／またはＵＶ－Ａ保護を与える
ように選択することができる。例えば、ＳＰＦの増加は一般的にはＵＶ活性物質の添加レ
ベルの増加、またはより効率的な活性物質の使用を必要とする。本発明の実施形態は、１
５、３０、５０、および７０のＳＰＦを有するサンケア製品を提供する。上記を考慮する
と、特定の実施形態から、例えば４～８のＳＰＦの、より低ＳＰＦ製品を製剤することは
重要ではない。
【００３３】
　さまざまな政府機関は最大ＵＶ活性物質濃度に制限を設定し、従って許容可能な添加レ
ベルは４０％（ｗ／ｗ）未満であり得る。この点の例示として、その全開示を本明細書に
参照により組み入れる、モノグラフＴｈｅ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｕｌｔｒ
ａｖｉｏｌｅｔ　Ｆｉｌｔｅｒｓ（２００７）は、どのＵＶ活性物質が異なる国々におい
て許容されているか、およびもっとも高い許容可能な添加レベルを示す。直接的な結論は
、これらのレベルが世界的に一致していないことである。この理解ならびに可変度のＵＶ
－Ａおよび／またはＵＶ－Ｂ保護を有するサンケア製品の必要性により、別の実施形態は
、約１％（ｗ／ｗ）～約２５％（ｗ／ｗ）の１つ以上のＵＶ活性物質を有するサンケア製
品を提供する。
【００３４】
　特定の実施形態では、１つ以上のＵＶ活性物質は以下（アルファベット順）から選択さ
れる：４－メチルベンジリデンカンファー、アボベンゾン、ベモトリジノール、ベンゾフ
ェノン－１、ベンゾフェノン－２、ベンゾフェノン－３（オキシベンゾン）、ベンゾフェ
ノン－４（スリソベンゾン）、ベンゾフェノン－５（スリソベンゾンナトリウム）、ベン
ゾフェノン－６、ベンゾフェノン－８（ジオキシベンゾン）、ベンゾフェノン－９、ベン
ジリデンカンファースルホン酸、ビスジスリゾール二ナトリウム、ビスオクトリゾール、
カンファーメト硫酸ベンザルコニウム、シノキサート、メトキシケイ皮酸ＤＥＡ、ジエチ
ルアミンヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、トリオレイン酸ジガロイル、メチルケ
イ皮酸ジイソプロピル、ジメトキシフェニル－［１－（３，４）］－４，４－ジメチル１
，３－ペンタンジオン、ドロメトリゾール、ドロメトリゾールトリシロキサン、エカムス
ール、エンスリゾール、ｐ－メトキシケイ皮酸エチルヘキシル、エチルヘキシルトリアゾ
ン、フェルラ酸、ジメトキシケイ皮酸エチルヘキサン酸グリセリル、サリチル酸ホモメン
チル（ホモサレート）、イスコトリジノール、イソアミル－ｐ－メトキシシンナメート、
リサジメート、メラジメート、カンファーメト硫酸ベンザルコニウム、オクトクリレン、
オクチルジメチルＰＡＢＡ（パジメートＯ）、サリチル酸オクチル（オクチサレート）、
ｐ－アミノ安息香酸（ＰＡＢＡ）、ＰＥＧ－２５　ＰＡＢＡ、ペンチルジメチルＰＡＢＡ
（パジメートＡ）、ポリシリコーン－１５、ロキサジメート、二酸化チタン、サリチル酸
トロラミン、および酸化亜鉛。
【００３５】
　２つ以上のＵＶ活性物質を有するサンケア製品を製剤することが有益および／または望
ましくあり得る。こうした製剤方法の理由は多く、コスト、製造および製品マフォーマン
スの考慮を含む。後者に関して、ＵＶ線のさまざまなＵＶ－ＡおよびＵＶ－Ｂ指定をとく
にカバーするため、２つ以上のＵＶ活性物質のブレンドはサンケア製品によりもたらされ
るＵＶ線吸収の範囲を広げるのを助け得る。良好なブレンドを用いることにより、サンケ
ア製品は部分的または完全なＵＶ保護も提供するように製剤することができる。１つの実
施形態では、ＵＶ－Ａ波長からの保護はアボベンゾン、エカムスール、二酸化チタン、お
よび／または酸化亜鉛の使用により達成され、そのそれぞれは他のＵＶ－Ａおよび／また
はＵＶ－Ｂ活性物質と組み合わせて用いることができる。
【００３６】
　また別の実施形態では、用いることができるＵＶ吸収剤の適切な組み合わせとしては、
限定または制限なしに：
－アボベンゾンおよびエカムスール、
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－アボベンゾンおよびエンスリゾール、
－アボベンゾンおよびオキシベンゾン、
－アボベンゾンおよび酸化亜鉛、
－エンスリゾールおよびオクチノキサート、
－オクチノキサートおよびオキシベンゾン、
－二酸化チタンおよび酸化亜鉛
－アボベンゾン、オキシベンゾン、ホモサレート、およびオクチサレート
－アボベンゾン、オキシベンゾン、ホモサレート、オクチサレート、およびオクトクリレ
ン、ならびに
－オクチノキサート、オクチサレート、オクトクリレン、オキシベンゾン、および酸化亜
鉛が挙げられる。
【００３７】
化粧品的に許容可能な、実質的に非水性の担体
　本出願によるサンケア製品は、ケラチン物質上のサンケア製品を溶解、分布、運搬、送
達、接着、および／または維持を補助することができる化粧品的に許容可能な、実質的に
非水性な担体も含む。この担体はさまざまな程度の耐水性、防水性、および／もしくは撥
水性を与えることができ、ならびに／または膜透過性（例えば、水蒸気、酸素）を可能に
する。いくつかの出願について、この担体は、輝き、滑らかな皮膚の感触、毛髪のまとま
りやすさ、および／または毛髪のコンディショニングを与えるように選択することが望ま
しくあり得る。
【００３８】
　サンケア製品配合中のこの担体の量は、用いられるアルコールおよびＵＶ活性物質の量
に依存する。一般的に言って、担体は合計配合の５０％（ｗ／ｗ）～９９％（ｗ／ｗ）を
占める。
【００３９】
　従って、担体は、１つ以上のエステル、グリコール、炭化水素、油、ポリマーを含むこ
とができ、それらはさまざまな組み合わせで用いることができる。これらの担体成分は当
業者に周知であり、分類タイプおよび使用レベルは、商品パンフレット、化粧品ハンドブ
ック、および特許文献に見ることができる。これらの成分の多くの例は、その全開示を本
明細書に参照により組み入れる、以下の参考文献に見ることができる：“Ｉｎｖｅｎｔｏ
ｒｙ　ａｎｄ　ｃｏｍｍｏｎ　ｎｏｍｅｎｃｌａｔｕｒｅ　ｏｆ　ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ
ｓ　ｅｍｐｌｏｙｅｄ　ｉｎ　ｃｏｓｍｅｔｉｃ　ｐｒｏｄｕｃｔｓ，”　Ｏｆｆｉｃｉ
ａｌ　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｅｕｒｏｐｅａｎ　Ｕｎｉｏｎ，５．４．２００
６，ｐａｇｅｓ　Ｌ　９７／１　ｔｈｒｏｕｇｈ　Ｌ　９７／５２８；ａｎｄ　Ｉｎｔｅ
ｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ
　ａｎｄ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ，１３ｔｈ　ｅｄｉｔｉｏｎ，ＩＳＢＮ：１８８２６２１４
７６，ｐｕｂｌｉｓｈｅｄ　ｂｙ　Ｔｈｅ　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃａｒｅ　Ｐｒｏｄｕｃ
ｔｓ　Ｃｏｕｎｃｉｌ　ｉｎ　Ｊａｎｕａｒｙ　２０１０。代表的だが非限定的な例は含
水量に関する記述後に提供される。
【００４０】
　これらの物質のいずれかは、そうでなければ実質的に無水の配合中に混合され得る、水
を吸収および／または吸着し得る。経済的、供給源および／または製剤の理由のため、吸
湿性物質を処理し、完全に水を含まないようにするのは不利であり得る。従って、当技術
分野におけるその意味と一致して、「実質的に無水」の語は、１０％（ｗ／ｗ）以下の水
を有することを意味する。１つの実施形態では、配合は合計２％（ｗ／ｗ）以下の水を含
み、別の特定の実施形態では、配合は合計１％（ｗ／ｗ）以下の水を含む。
【００４１】
　適切なエステルの例としては、Ａｓｈｌａｎｄ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｉｎｇｒｅｄｉ
ｅｎｔｓより販売される以下の製品が挙げられる：乳酸セチル（Ｃｅｒａｐｈｙｌ（登録
商標）２８）、乳酸ラウリル（Ｃｅｒａｐｈｙｌ（登録商標）３１）、Ｃ１２～Ｃ１５乳
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酸アルキル（Ｃｅｒａｐｈｙｌ（登録商標）４２）、マレイン酸ジオクチル（Ｃｅｒａｐ
ｈｙｌ（登録商標）４５）、乳酸ミリスチル（Ｃｅｒａｐｈｙｌ（登録商標）５０）、ネ
オペンタン酸トリデシル（Ｃｅｒａｐｈｙｌ（登録商標）５５）、オレイン酸デシル（Ｃ
ｅｒａｐｈｙｌ（登録商標）１４０）、ネオペンタン酸イソデシル（Ｃｅｒａｐｈｙｌ（
登録商標）１４０Ａ）、アジピン酸ジイソプロピル（Ｃｅｒａｐｈｙｌ（登録商標）２３
０）、パルミチン酸エチルヘキシル（Ｃｅｒａｐｈｙｌ（登録商標）３６８）、ネオペン
タン酸イソセチル（Ｃｅｒａｐｈｙｌ（登録商標）４９４）、ミリスチン酸ミリスチルお
よびラウリン酸ミリスチル（Ｃｅｒａｐｈｙｌ（登録商標）４２４）、ステアリン酸イソ
セチル（Ｃｅｒａｐｈｙｌ（登録商標）４９４）、ステアロイルステアリン酸イソセチル
（Ｃｅｒａｐｈｙｌ（登録商標）７９１）、ステアロイルステアリン酸オクチルドデシル
（Ｃｅｒａｐｈｙｌ（登録商標）８４７）、ステアリン酸オクチルドデシル（Ｃｅｒａｐ
ｈｙｌ（登録商標）ＯＤＳ）、マレイン酸キャストリル（Ｃｅｒａｐｈｙｌ（登録商標）
ＲＭＴ）、ネオペンタン酸イソデシル（Ｃｅｒａｐｈｙｌ（登録商標）ＳＬＫ）、および
ステアリン酸グリセリル（Ｃｅｒａｓｙｎｔ（登録商標）ＳＤ）。
【００４２】
　適切なエステルの追加の例としては以下の乳酸塩が挙げられる：乳酸ブチル、Ｃ１２～
Ｃ１３乳酸アルキル、Ｃ１２～Ｃ１５乳酸アルキル、乳酸キトサン、乳酸ジメチコノール
、乳酸エチルヒドロキシピコリニウム、乳酸エチル、乳酸グリセレス－７、クエン酸／乳
酸／リノレン酸／オレイン酸グリセリル、乳酸パルミチン酸グリセリル、乳酸ステアリン
酸グリセリル、乳酸水素化獣脂グリセリド、乳酸イソステアリル、ラクトイルメチルシラ
ノールエラスチネート、乳酸ラウリル、乳酸リノレイル、乳酸メチルヒドロキシセチルグ
ルカミニウム、乳酸ミリスチル、乳酸オクチルドデシル、乳酸オレイル、乳酸ナトリウム
、ステアロイル乳酸ナトリウム、乳酸ステアリル、乳酸ＴＥＡ、およびトリラクチン。
【００４３】
　適切なエステルの他の例としては以下のステアリン酸塩が挙げられる：アセチル化ステ
アリン酸グリコール、アセチル化ジステアリン酸スクロース、イソステアリン酸アンモニ
ウム、イソステアリン酸アラキジルグリコール、イソステアリン酸バチル、イソステアリ
ン酸ベへニル、イソステアリン酸ブチル、ステアリン酸ブチル、Ｃ１１～Ｃ１５ステアリ
ン酸パレス－３、Ｃ１１～Ｃ１５ステアリン酸パレス－１２、Ｃ１６～Ｃ３６ステアリン
酸アルキル、Ｃ１８～Ｃ２０イソステアリン酸グリコール、Ｃ１８～Ｃ３８ヒドロキシス
テアロイルステアリン酸アルキル、Ｃ３０～Ｃ５０ステアリン酸アルキル、Ｃ４０～Ｃ６
０ステアリン酸アルキル、ステアリン酸セテアリル、イソステアリン酸セチルグリコール
、ステアリン酸セチル、イソステアリン酸キミル、ステアリン酸キミル、イソステアリン
酸コレステリル、ステアリン酸コレステリル、イソステアリン酸デシル、ステアリン酸デ
キストリン、ステアリン酸マレイン酸ジグリセリル、イソステアリン酸ジヒドロコレステ
リル、ヒドロキシステアリン酸ジメチコーンコポリオール、イソステアリン酸ジメチコー
ンコポリオール、ステアリン酸ジメチコーンコポリオール、ヒドロキシステアリン酸ジメ
チコーン、イソステアリン酸ジメチコーン、ステアリン酸ジメチコノール、イソステアリ
ン酸ジメチルラウラミン、ヘキサヒドロキシステアリン酸ジペンタエリスリチル、ヘキサ
ヒドロキシステアリン酸／イソステアリン酸ジペンタエリスリチル、ヘキサヒドロキシス
テアリン酸／ステアリン酸／ロジン酸ジペンタエリスリチル、イソステアリン酸エチル、
ステアリン酸エチル、アセトキシステアリン酸エチルヘキシル、ヒドロキシステアリン酸
エチルヘキシル、イソステアリン酸エチルヘキシル、ステアリン酸エチルヘキシル、ヒド
ロキシステアリン酸グリセレス－８、ステアリン酸グリセレス－２０、イソステアリン酸
グリセレス－２５　ＰＣＡ、ジヒドロキシステアリン酸グリセリル、ジイソステアリン酸
グリセリル、ジステアリン酸グリセリル、エチルヘキサン酸／ステアリン酸／アジピン酸
グリセリル、ヒドロキシステアリン酸グリセリル、イソステアリン酸グリセリル、イソス
テアリン酸／ミリスチン酸グリセリル、イソステアリン酸グリセリル、パルミチン酸／ス
テアリン酸グリセリル、ステアリン酸グリセリル、クエン酸ステアリン酸グリセリル、ジ
酢酸ステアリン酸グリセリル、乳酸ステアリン酸グリセリル、コハク酸ステアリン酸グリ
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セリル、酢酸ステアリン酸グリセリル、ステアリン酸／マレイン酸グリセリル、ヒドロキ
システアリン酸グリセリルトリアセチル、オレイン酸／ヒドロキシステアリン酸グリセリ
ル／ソルビトール、ジステアリン酸グリコール、ヒドロキシステアリン酸グリコール、ス
テアリン酸グリコール、ステアリン酸グリコールアミド、ステアリン酸グリチルレチニル
、イソステアリン酸ヘキサコシルグリコール、ジステアリン酸ヘキサンジオール、イソス
テアリン酸へキシル、イソステアリン酸へキシルデシル、ステアリン酸へキシルデシル、
イソステアリン酸ヒドロキシセチル、ヒドロキシステアリン酸ヒドロキシオクタコサニル
、ステアリン酸イソブチル、イソステアリン酸イソセチル、ステアリン酸イソセチルリノ
レオイル、ステアリン酸イソセチル、ステアリン酸イソステアロイル、ヒドロキシステア
リン酸イソデシル、ステアリン酸イソデシル、ヒドロキシステアリン酸イソプロピル、イ
ソステアリン酸イソプロピル、ステアリン酸イソプロピル、ステアリン酸イソステアレス
－１０、ステアリン酸イソステアロイルイソステアリル、ステアリン酸イソステアロイル
ステアリル、イソステアリン酸ラウリル、ステアリン酸ラウリル、イソステアリン酸メチ
ルグルコース、セスキイソステアリン酸メチルグルコース、セスキイソステアリン酸メチ
ルグルコース、ヒドロキシステアリン酸メチル、イソステアリン酸メチル、ステアリン酸
メチル、イソステアリン酸ミリスチル、ステアリン酸ミリスチル、ジイソステアリン酸ネ
オペンチルグリコール、イソステアリン酸オクタサニルグリコール、ヒドロキシステアリ
ン酸オクチルドデシル、イソステアリン酸オクチルドデシル、ステアリン酸オクチルドデ
シル、ステアリン酸オクチルドデシルステアロイル、ステアリン酸オレイル、ジイソステ
アリン酸ＰＥＧ－ｙ（式中、ｙは２～２００の数）、ジステアリン酸ＰＥＧ－ｙ（式中、
ｙは２～２００の数）、イソステアリン酸ＰＥＧ－ｙ（式中、ｙは２～２００の数）、ス
テアリン酸ＰＥＧ－ｙ（式中、ｙは２～２００の数）、イソステアリン酸／カプリン酸／
カプリル酸／アジピン酸ペンタエリスリチル、ステアリン酸ペンタエリスリチル、ステア
リン酸／カプリン酸／カプリル酸／アジピン酸ペンタエリスリチル、ステアリン酸／イソ
ステアリン酸／アジピン酸／ヒドロキシステアリン酸ペンタエリスリチル、テトラステア
リン酸ペンタエリスリチル、ジポリヒドロキシステアリン酸ポリグリセリル－２、ジステ
アリン酸ポリグリセリル－２、イソステアリン酸ポリグリセリル－２、トリイソステアリ
ン酸ポリグリセリル－３、ペンタステアリン酸ポリグリセリル－４、トリステアリン酸ポ
リグリセリル－４、ステアリン酸カリウム、イソステアリン酸ＰＰＧ－２、イソステアリ
ン酸ＰＰＧ－１５、ステアリン酸ＰＰＧ－１５、ジステアリン酸ＰＰＧ－２０メチルグル
コースエーテル、ジイソステアリン酸プロピレングリコール、ジステアリン酸プロピレン
グリコール、ヒドロキシステアリン酸プロピレングリコール、ステアリン酸プロピレング
リコール、ステアリン酸ナトリウム、ジステアリン酸ソルビタン、ステアリン酸ステアレ
ス－５、イソステアリン酸ステアリルグリコール、ステアリン酸ステアリル、ステアリン
酸ステアリルステロイル、ジステアリン酸スクロース、ポリステアリン酸スクロース、ス
テアリン酸スクロース、トリ酢酸テトラステアリン酸スクロース、トリステアリン酸スク
ロース、ステアリン酸テトラデシルエイコシル、ステアリン酸トリデシル、ステアリン酸
トリデシルステアロイル、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、トリステアリ
ン酸トリメチロールプロパン、およびトリステアリン酸グリセロール。これらのエステル
のいずれかの組み合わせを用いることができる。
【００４４】
　化粧品的に許容可能な、実質的に非水性の担体は：プロピレングリコール、ブチレング
リコール、へキシレングリコール、ジエチレングリコール、ジプロピレングリコール、ポ
リエチレングリコール、グリセリン、およびこれらの混合物を含む、１つ以上のグリコー
ルを含むこともできる。
【００４５】
　担体は：セラミクロクリスタリナ、Ｃ９～Ｃ１２脂肪族炭化水素、Ｃ９～Ｃ１２イソパ
ラフィン、イソドデカン、イソエイコサン、イソヘキサデカン、ミクロクリスタリンワッ
クス、ミネラルスピリット、パラフィン、パラフィナムリキダム、ペトロラタム、石油蒸
留物、赤石油、合成ワックスのような、１つ以上の炭化水素を含むこともできる。これら
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の物質のブレンドを用いることができる。
【００４６】
　担体は１つ以上の油を含むこともできる。有用な油としては、ヒマワリ油、トウモロコ
シ油、大豆油、アボカド油、ホホバ油、カボチャ油、レーズン種子油、ゴマ種子油、クル
ミ油、トリカプロカプリル酸グリセロール、ピュアセリン油、ホホバ油、ユーカリプス油
、ラベンダー油、ベチバー油、アオモジ油、レモン油、サンダルウッド油、ローズマリー
油、カモミール油、セイバリー油、ナツメグ油、シナモン油、ヒソップ油、キャラウェー
油、オレンジ油、ゼラニウム油、カデ油、ベルガモット油、ヘキサデカン、パラフィン油
、およびこれらの組み合わせのような、植物、動物、および合成原料からの油が挙げられ
る。
【００４７】
　合成油も知られており、以下の物質を含む：ポリブテン、ポリイソブテン、およびポリ
デセンのようなポリオレフィン。炭素系化合物のシリコン系類似物である重合シロキサン
である、さまざまなシリコーン油も適している。この概念のシリコーン油としては、１つ
以上の有機鎖を有するシロキサンである、ポリオルガノシロキサンが挙げられる。シリコ
ーン油の例としては、限定なしに、Ｃ２４～Ｃ２８アルキルメチコーン（ＣＡＳ番号１５
８０６１－４４－０）、Ｃ３０～Ｃ４５アルキルメチコーン（ＣＡＳ番号２４６８６４－
８８－０）、そのＩＮＣＩ名に「ジメチコーン」を有する多くの化合物（例えば、セチル
ジメチコーン、セチルジメチコーンコポリオール、ジメチコーンビス－アミノヒドロキシ
プロピルコポリオール、ジメチコーンコポリオール）、そのＩＮＣＩ名に「ジメチコノー
ル」を有する多くの化合物（例えば、ジメチコノール、ジメチコノール蜜蝋、ベヘン酸ジ
メチコノール）、そのＩＮＣＩ名に「メチルシラノール」を有する多くの化合物（例えば
、アルギン酸メチルシラノールカルボキシメチルテオフィリン、エラスチン酸メチルシラ
ノール、スピルリナ酸メチルシラノール）、ポリシリコーン１～１１、およびシリコーン
クオタニウム１～１３がある。これらの油の組み合わせを用いることができる。
【００４８】
　化粧品担体は１つ以上のポリマーを含むこともできる。多くの適切なポリマーは当技術
分野において知られており、以下の例を含む（限定なし）：アクリレート／ｔ－オクチル
プロペンアミドコポリマー、アクリレート／オクチルアクリルアミドコポリマー、アクリ
レート／Ｃ１２～Ｃ２２メタクリル酸アルキルクロスポリマー、アジピン酸／ジチレング
リコール／グリセリンクロスポリマー（Ｌｅｘｏｒｅｚ（登録商標）１００）、ビス－ス
テアリルエチレンジアミン／ネオペンチルグリコール／ジリノレン酸ステアリル水素化ダ
イマーコポリマー（Ｓｙｌｖａｃｌｅａｒ（登録商標）Ｃ７５Ｖ４）、カルボマー、セチ
ルジメチコーンビス－ビニルジメチコーンクロスポリマー（Ｓｉｌｗａｘ（登録商標）Ｃ
Ｒ－０５０１６）、エチレンジアミン／ジリノレン酸水素化ダイマーコポリマービス－ジ
－Ｃ１４～１８アルキルアミド（Ｓｙｌｖａｃｌｅａｒ（登録商標）Ａ２００Ｖ１０、Ａ
２６１４Ｖ）、オクタデセン／ＭＡコポリマー、オクチルアクリルアミド／アクリレート
／メタクリル酸ブチルアミノエチルコポリマー（‘０９０）、クエン酸オクチルドデシル
クロスポリマー、ＰＥＧ１０／１５クロスポリマー、ＰＥＧ１２ジメチコーンクロスポリ
マー、ポリアミド－３（Ｓｙｌｖａｃｌｅａｒ（登録商標）ＷＦ１５００Ｖ、ＡＦ１２０
０Ｖ、ＡＦ１９００Ｖ、ＰＥ１８００Ｖ）、ポリエステル－５（Ｅａｓｔｍａｎ　ＡＱ３
８Ｓ、４８、５５Ｓ）、ポリエステル－７およびジヘプタン酸ネオペンチルグリコール（
ＬｅｘＦｉｌｍ（登録商標）Ｓｕｎ）、ポリエステル－１０および二安息香酸プロピレン
グリコール（ＬｅｘＦｉｌｍ（登録商標）Ｓｐｒａｙ）、ポリイミド－４（Ｓｙｌｖａｃ
ｌｅａｒ（登録商標）ＷＦ１５００Ｖ）、ポリイミド－６（Ｓｙｌｖａｃｌｅａｒ（登録
商標）ＰＥ４００Ｖ）、ＰＶＰ／ヘキサデセンコポリマー、シリコーン－ポリアミドコポ
リマー、ジリノレン酸ステアリル水素化ダイマーコポリマー、アクリル酸スチレンコポリ
マー、メタクリル酸、メタクリル酸メチル、アクリル酸ブチル、およびメタクリル酸セチ
ルエイコシニルのテトラポリマー、トリメチルペンタンジオール／アジピン酸コポリマー
（Ｌｅｘｏｒｅｚ（登録商標）ＴＬ－８）、トリメチルペンタンジオール／アジピン酸／



(13) JP 6068443 B2 2017.1.25

10

20

30

40

50

グリセリンクロスポリマー（Ｌｅｘｏｒｅｚ（登録商標）２００）、ＶＡ／マレイン酸ブ
チル／アクリル酸イソボルニルコポリマー、ＶＣＬ／ＶＰ／ＤＭＡＥＭＡコポリマー（Ａ
ｄｖａｎｔａｇｅ（登録商標）Ｓ、Ａｄｖａｎｔａｇｅ　ＨＣ－３７）、ＶＣＬ／ＶＰ／
ＤＭＡＥＭＡ（および）ラウリルピロリドン（Ａｄｖａｎｔａｇｅ　ＬＣ－Ｅ）、ポリク
オタニウム－６９（Ａｑｕａｓｔｙｌｅ（商標）３００）、ＶＰ／ＶＣＬ／アクリル酸Ｄ
ＭＡＰＡコポリマー（Ａｑｕａｆｌｅｘ（登録商標）ＳＦ－４０）、イミド化イソブチレ
ン／エチルマレイミド／ヒドロキシエチルマレイミドコポリマー（Ａｑｕａｆｌｅｘ（登
録商標）ＦＸ－６４）、ポリイミド－１（Ａｑｕａｆｌｅｘ（登録商標）ＸＬ－３０）、
ＶＰ／ＤＭＡＥＭＡコポリマー、ポリクオタニウム－１１（Ｇａｆｑｕａｔ（登録商標）
）、ポリクオタニウム－２８（Ｇａｆｑｕａｔ（登録商標）ＨＳ－１００）、ＰＶＭ／Ｍ
Ａコポリマーのエチルエステル（Ｇａｎｔｒｅｚ（登録商標）ＳＰ－２１５、Ｇａｎｔｒ
ｅｚ（登録商標）ＥＳ－２２５、Ｏｍｎｉｒｅｚ（登録商標）２０００）、ＰＶＭ／ＭＡ
コポリマーのブチルエステル（Ｇａｎｔｒｅｚ（登録商標）Ａ－２４５、ＥＳ－４２５、
ＥＳ－４３５）、ＰＶＭ／ＭＡコポリマーのイソプロピルエステル（Ｇａｎｔｒｅｚ（登
録商標）ＥＳ－３３５）、ＰＶＰ、ＰＶＰ／ＶＡコポリマー、ＶＰ／アクリル酸ＤＭＡＰ
Ａコポリマー（Ｓｔｙｌｅｚｅ（登録商標）ＣＣ－１０）、ＶＰ／アクリレート／メタク
リル酸ラウリルコポリマー（Ｓｔｙｌｅｚｅ（登録商標）２０００）、ポリクオタニウム
－５（Ｓｔｙｌｅｚｅ（登録商標）Ｗ）、ＰＶＰ（および）ジメチコーン、ポリクオタニ
ウム（および）ジメチコーン（Ｇａｆｑｕａｔ（登録商標）ＨＳｉ）、ＶＰ／ヘキサデセ
ンコポリマー（Ａｎｔａｒｏｎ（登録商標）Ｖ－２１６）、ＶＰ／エイコセンコポリマー
（Ａｎｔａｒｏｎ（登録商標）Ｖ－２２０Ｆ）、ならびにトリアコンタニルＰＶＰ（Ａｎ
ｔａｒｏｎ（登録商標）ＷＰ－６６０）。セルロースポリマーも適しており、塩化グアー
ヒドロキシプロピルトリモニウム（ＡｑｕａＣａｔ（商標））、カルボキシメチルセルロ
ース（Ａｑｕａｌｏｎ（商標））、メチルセルロースおよびヒドロキシプロピルメチルセ
ルロース（Ｂｅｎｅｃｅｌ（商標））、カルボキシメチルセルロースナトリウム（Ｂｌａ
ｎｏｓｅ（商標））、ヒドロキシプロピルセルロース（Ｋｌｕｃｅｌ（商標））、ヒドロ
キシエチルセルロース（Ｎａｔｒｏｓｏｌ（商標））、セチル変性ヒドロキシエチルセル
ロース（Ｎａｔｒｏｓｏｌ（商標）Ｐｌｕｓ）、カチオン性グアー（Ｎ－Ｈａｎｃｅ（商
標））が挙げられ、そのすべてはＡｓｈｌａｎｄ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｉｎｇｒｅｄｉ
ｅｎｔｓにより市販されている。
【００４９】
　特定の実施形態による非水性担体は、非水性担体（いずれかのアルコールを含む）の合
計重量に対して少なくとも約１０重量％、とくに約１５重量％～５０重量％、いくつかの
例では約１８重量％～３０重量％のエステルを含有する。特定の実施形態によると、非水
性担体は、濡れた皮膚への塗布後に実質的に白くならないサンケア製品を提供するアルコ
ールおよびエステルの混合物を含む。非水性担体は、非水性担体について、２０以下、と
くに約１５～２０の誘電率を提供するように製剤することができる。前述の計算の目的の
ため、いずれのポリマーも非水性担体の合計重量または非水性担体の誘電率を割り出すの
に含まれない。
【００５０】
　サンケア製品配合は、スキンケアまたはサンケア市場において用いられるものを含む、
１つ以上の添加物を含むこともできる。これらの添加物の例としては（アルファベット順
）：アロエベラ、抗細菌剤、抗真菌剤、抗ウィルス剤、蜜蝋、ユチャ葉抽出物、セダー油
、シトロネラ油、ココアバター、ＤＥＥＴ、ジヒドロキシアセトン、香料、ゲラニオール
油、レモンユーカリ油、マンゴーバター、ニーム油、ペパーミント油、ペプチド、ピカリ
ジン、ピぺロニルブトキシド、ピレスラム、ビタミンＡ、ビタミンＣ、ビタミンＥ、ビタ
ミンＢ、およびこれらの組み合わせが挙げられる。
【００５１】
　本発明に従って一緒に投与することができる有用な医薬活性剤としては：抗微生物剤：
抗細菌剤、抗真菌剤、抗原虫剤、および抗ウィルス剤が挙げられる。これらの物質の例と
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しては、β－ラクタム剤、アマンファジン、アミカシン、カプレオマイシン、クロルへキ
シジン、クロルテトラサイクリン、シプロフロキサシン、クリンダマイシン、ドキシサイ
クリン、エリスロマイシン、エタムブトール、ゲンタマイシン、カナマイシン、リネオマ
イシン、メタサイクリン、メタンアミン、メトロニダゾール、ミコナゾール、ミノサイク
リン、ネオマイシン、ネチルマイシン、ノルフロキサシン、オキシテトラサイクリン、パ
ロモマイシン、ペンタミジン、キノロン剤、ストレプトマイシン、テトラサイクリン、ト
ブラマイシン、およびトリクロサンの許容可能な塩が挙げられる。
【実施例】
【００５２】
［比較例１］
　表１に示す配合を有する無水スプレーサンスクリーンを調製した。濡れた皮膚上にスプ
レーした場合、サンスクリーンは乳白色になった。
【００５３】
【表１】

【００５４】
実施例１：比較例１と同じ成分を有するが、エタノールの量が低い、無水スプレーサンス
クリーンを調製した（表２）。残部は２つのエステル、アジピン酸ジイソプロピルおよび
安息香酸フェネチルを配合に添加することにより充填した。濡れた皮膚上にスプレーし、
透明のままだった。
【００５５】
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【表２】

【００５６】
［実施例２］
　表３に示す成分および添加レベルを有する、３つの無水耐水性スプレーサンスクリーン
を生成した。これらのサンスクリーンは３０の理論的な日焼け止め指数（ＳＰＦ）を有し
た。
　すべての３つのサンスクリーンは濡れた皮膚上にスプレーした後透明のままだった。
【００５７】
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【表３】

【００５８】
［実施例３］
　実施例２のサンスクリーン配合１２０－１のエタノール含有量を増加し（表４）、濡れ
た皮膚上にスプレーした場合サンスクリーンが白くなる前の最大量を割り出した。これら
のサンスクリーンの理論的なＳＰＦ値も３０だった。
　配合１２６－１は濡れた皮膚上に透明にスプレーされ、１２６－２（４５％のエタノー
ルを有する）は最小限の白化を示した。
【００５９】
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【表４】

【００６０】
［実施例４］
　実施例２の無水耐水性スプレーサンスクリーンを、より高レベルのＵＶ活性物質を含有
するように変更した（表５）。サンスクリーンは５０の理論的ＳＰＦを有した。
　すべての３つのサンスクリーンは濡れた皮膚上にスプレー後透明のままだった。
【００６１】
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【表５】

【００６２】
［実施例５］
　可変レベルのエタノールを有する２つのＳＰＦ５０配合を調製し（表６）、濡れた皮膚
上にスプレーした場合配合が白くなる前にどれくらいのアルコールを含むことができたか
を割り出した。他の成分の割合は一定のままだった。
　両配合は濡れた皮膚上にスプレーした場合４５％のエタノールまで透明のままだった。
【００６３】
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【００６４】
［比較例２］
　実施例５の配合より多い、５０％のエタノールを有するＳＰＦ５０配合を生成した（表
７）。
　この配合は濡れた皮膚上に塗布した場合白くなった。
【００６５】
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【表７】

【００６６】
［実施例６］
　実施例４のＳＰＦ５０配合１１５－２を、ＶＡ／マレイン酸ブチル／アクリル酸イソボ
ルニルコポリマーおよびアクリレート／オクチルアクリルアミドコポリマーの両方を含有
するように変更した（表８）。
　配合は濡れた皮膚上にスプレーした場合透明のままだった。
【００６７】
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【表８】

【００６８】
［実施例７］
　１つはポリジメチルシロキサンを有する２つの配合を生成し（表９）、これは気体（例
えば、水蒸気、酸素）に対する膜透過性、および結果として皮膚呼吸を向上することがで
きる。
　両サンスクリーンは濡れた皮膚上にスプレー後透明のままだった。
【００６９】
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【表９】

【００７０】
［実施例８］
　ＳＰＦを７０の理論値まで増加するため、実施例４の３つの無水スプレーサンスクリー
ンを、オクトクリレンの量を増加することにより変更した（表１０）。
　すべての３つのサンスクリーンは濡れた皮膚上にスプレー後透明のままだった。
【００７１】
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【表１０】

【００７２】
［実施例９］
　実施例８のＳＰＦ７０（理論値）サンスクリーンを：（ａ）皮膚上でのより大きな撥水
性を与えるためより多量のＶＡ／マレイン酸ブチル／アクリル酸イソボルニルコポリマー
で、または（ｂ）ヘキシレングリコールを添加することにより再製剤した（表１１）。
　両サンスクリーンは濡れた皮膚上にスプレー後透明だった。製剤変更のため、これらの
スプレーされたサンスクリーンは濡れた皮膚上に光沢を残し、撥水性を向上した。
【００７３】
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【表１１】

【００７４】
［実施例１０］
　実施例８の配合１１８－１を研究し、スプレーしたサンスクリーンが濡れた皮膚上で白
くなる前の最大エタノール含有量を割り出した（表１２）。
　これらの配合中の最大エタノールレベルは、濡れた皮膚上にスプレーした場合それらが
白くなる前に４５％であることが見出された。
【００７５】
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【表１２】

 
【００７６】
［実施例１１］
　２つのＳＰＦ７０サンスクリーンを調製し（表１３）、測定されたＳＰＦ値に対するＶ
Ａ／マレイン酸ブチル／アクリル酸イソブチルコポリマーの効果を割り出した。スプレー
可能であると見出された透明な配合を、部分製剤Ｉの成分を混合した後、部分製剤ＩＩを
添加して混合した後、部分製剤ＩＩＩ中の成分中で混合することにより生成した。ＳＰＦ
値をＬａｂｓｐｈｅｒｅ　ＵＶ　１０００Ｓ　Ｕｌｔｒａｖｉｏｌｅｔ　Ｔｒａｎｓｍｉ
ｔｔａｎｃｅ　Ａｎａｌｙｚｅｒ上で測定した。
　ＶＡ／マレイン酸ブチル／アクリル酸イソボルニルコポリマー（６５－１）なしの配合
のＳＰＦは５９であり、コポリマーは他の配合（６５－２）についてＳＰＦを９３まで増
加することが見出された。
【００７７】
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【表１３】

【００７８】
［参考例１２］
　アクリレート／Ｃ１２～Ｃ２２メタクリル酸アルキルコポリマー（Ａｌｌｉａｎｚ（商
標）ＯＰＴ）およびイソヘキサデカン、シクロメチコーン、またはアジピン酸ジイソプロ
ピル／マレイン酸ジエチルヘキシルを有する３つのエタノール系サンスクリーンを生成し
た（表１４）。まず、Ａｌｌｉａｎｚ（商標）ＯＰＴを予め生成したＳＰＦ－７０ベース
中添加および混合した。次に、エタノール、その後残りの成分を混合しながら添加した。
　すべての３つのサンスクリーンは濁っていた。イソヘキサデカンを有する配合８５－１
は配合８５－２および８５－３に対して透明度の利点を示した。
【００７９】
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【表１４】

【００８０】
［実施例１３］
　本発明の予め生成した透明スプレー可能サンスクリーン製剤を、１％のアクリレート／
Ｃ１２～Ｃ２２メタクリル酸アルキルコポリマー（Ａｌｌｉａｎｚ（商標）ＯＰＴ）を含
有するように再製剤した（表１５）。この予め生成した配合は４０％（ｗ／ｗ）のエタノ
ールを含有した。
　製剤後のサンスクリーンはわずかな濁りを示したが、濡れた皮膚上にスプレーした場合
透明であると見出された。配合を一晩－２０℃の冷凍庫に入れ、翌日分離または沈殿なく
安定であることが見出された。８６－１のＳＰＦ値は、Ｌａｂｓｐｈｅｒｅ　ＵＶ　２０
００Ｓ　Ｕｌｔｒａｖｉｏｌｅｔ　Ｔｒａｎｓｍｉｔｔａｎｃｅ　Ａｎａｌｙｚｅｒを用
いて６７であると測定された。
【００８１】
【表１５】

【００８２】
［実施例１４］
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　実施例１１の配合６５－１を、ＶＡ／マレイン酸ブチル／アクリル酸イソボルニルコポ
リマーを除去し、１％のアクリレート／Ｃ１２～Ｃ２２メタクリル酸アルキルコポリマー
（Ａｌｌｉａｎｚ（商標）ＯＰＴ）を含むことにより変更した（表１６）。
　製品はやや濁りを示したが、濡れた皮膚上に透明にスプレーされた。配合６５－１より
耐水性のようだった。濡れた皮膚上にスプレーし、乾燥させた後、配合８７は皮膚に上品
な感触を与え、アクリレート／Ｃ１２～Ｃ２２メタクリル酸アルキルコポリマーなしの配
合よりは輝きを残さなかった。ＳＰＦは、Ｌａｂｓｐｈｅｒｅ　ＵＶ　２０００Ｓ　Ｕｌ
ｔｒａｖｉｏｌｅｔ　Ｔｒａｎｓｍｉｔｔａｎｃｅ　Ａｎａｌｙｚｅｒにより測定された
ように、１０２であると見出され、製品は－２０℃の冷凍庫に一晩放置した後安定だった
。
【００８３】
【表１６】

【００８４】
［参考例１５］
　アクリレート／Ｃ１２～Ｃ２２メタクリル酸アルキルコポリマー（Ａｌｌｉａｎｚ（商
標）ＯＰＴ）およびエタノールで２つのスプレー可能ＳＰＦ－７０サンスクリーン配合を
生成した（表１７）。第１配合は５０％（ｗ／ｗ）のエタノールを含有し、第２配合は６
０％（ｗ／ｗ）のエタノールを含有した。それらを、まず部分製剤Ｉ（予め生成）を４５
℃まで加熱した後、部分製剤ＩＩ中にブレンドすることにより調製した。加熱を止め、次
にアクリレート／Ｃ１２～Ｃ２２メタクリル酸アルキルコポリマーを添加した。エタノー
ルを最後にサンスクリーン全体が均一になるまで混合した。
　５０％のエタノールを含有した配合１０２－１は生成後濁っていたが、濡れた皮膚上に
透明にスプレーされた。６０％のエタノールを含有した配合１０２－２は調製後ほぼ不透
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冷凍／解凍サイクル後に沈殿物を示した。
【００８５】
【表１７】

 
【００８６】
［実施例１６］
　軽度～中程度架橋されたＰＶＰを含有する透明ジェルＳＰＦ－５０サンスクリーン配合
を生成した（表１８）。サンスクリーンを生成するため、まず部分製剤Ｉの架橋ＰＶＰを
均質化しながらエタノールに添加した。（予め生成した）部分製剤ＩＩを部分製剤Ｉに添
加した。次に、部分製剤ＩＩＩの成分を混合しながら添加した。得られた生成物は透明で
黄金色だった。
　透明ジェルサンスクリーンは９，６００ｃＰのブルックフィールド粘度（スピンドルＴ
－Ｂ、１０ｒｐｍ、室温）を有することが見出された。サンスクリーンは乾燥した皮膚上
に絹のように滑らかな層を形成した。さらに、サンスクリーンは濡れた皮膚上に塗布した
場合透明なままであり、白くならなかった。
【００８７】



(30) JP 6068443 B2 2017.1.25

10

20

30

40

【表１８】

【００８８】
［実施例１７］
　軽度～中程度架橋されたＰＶＰおよびアクリレート／Ｃ１２～Ｃ２２メタクリル酸アル
キルコポリマーを含有するジェルＳＰＦ－５０サンスクリーン配合を生成した（表１９）
。まず、部分製剤Ｉを４５℃まで緩やかに加熱しながら混合した。次に、部分製剤ＩＩの
成分をブレンドし、加熱を止めた。アクリレート／Ｃ１２～Ｃ２２メタクリル酸アルキル
コポリマーを添加し、滑らかになるまで十分に混合した。この時エタノール、その後ＰＶ
Ｐを添加し、均一なサンスクリーンが生成されるまで均質化した。最終生成物はほとんど
気づかないほどの濁りを有することが見出された。
【００８９】
　サンスクリーンのブルックフィールド粘度は１１，７００ｃＰ（スピンドルＴ－Ｂ、１
０ｒｐｍ、室温）だった。濡れた皮膚上に塗布した場合、透明ジェルサンスクリーンは白
くならなかった。
【００９０】
　乳酸ラウリルの量を（対応する１％のエタノールの減少とともに）６％まで増加するこ
とにより濁りを低減する。この再製剤したサンスクリーンの対応する粘度は１３，８００
ｃＰ（スピンドルＴ－Ｂ、１０ｒｐｍ、室温）だった。
【００９１】
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【表１９】

【００９２】
［実施例１８］
　軽度～中程度架橋されたＰＶＰおよびアクリレート／Ｃ１２～Ｃ２２メタクリル酸アル
キルコポリマーを含有する透明ジェルＳＰＦ－５０サンスクリーン配合を生成した（表２
０）。その生成手順は実施例１７と同じだった。最終生成物はほとんど気づかないほどの
濁りを有することが見出された。
【００９３】
　サンスクリーンは透明であり、濡れた皮膚上に塗布した場合白くならなかった。
【００９４】
　また、この実施例の配合に後から２％のトリメチルシロキシフェニルジメチコーン（Ｓ
ｉ－Ｔｅｃ（商標）ＰＴＭ２０、ＡＳＩ）を添加した透明ジェルサンスクリーンも生成し
た。
【００９５】
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【表２０】

【００９６】
［実施例１９］
　軽度～中程度架橋されたＰＶＰ、アクリレート／Ｃ１２～Ｃ２２メタクリル酸アルキル
コポリマー、およびヒドロキシプロピルセルロースを含有するジェルのＳＰＦ－５０サン
スクリーン配合を生成した（表２１）。まず、部分製剤Ｉ下に挙げられた成分を４５℃ま
で緩やかに加熱しながら混合した。次に、部分製剤ＩＩの成分を混合しながら添加した。
加熱を止めた後、滑らかかつ透明になるまでヒドロキシプロピルセルロースを添加、分散
およびブレンドした。次に、アクリレート／Ｃ１２～Ｃ２２メタクリル酸アルキルコポリ
マーをブレンドした後、エタノールおよび軽度～中程度架橋されたＰＶＰを別々に添加し
た。
【００９７】
　サンスクリーンは、２２，０００ｃＰの測定ブルックフィールド粘度（スピンドルＴ－
Ｂ、１０ｒｐｍ、室温）を有し、濁ったジェルの外観をとった。濡れた皮膚上に塗布した
場合、サンスクリーンは白くならなかった。さらに、サンスクリーンは皮膚塗布後に剥が
れなかった。
【００９８】
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